
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「正念場」 

校長 尾崎 健次 

 

 はやいもので、３日後には、もう１２月を迎えます。冬支度の準備の時期です。昨年度も、この時

期に同じ内容の文章を書きましたが、１・２年生は、誰もが学習と部活動との両立に悩み苦しんでい

る時期かと思います。よく分かります。私自身も、中学校、高校、大学と同じ経験をしてきたからで

す。しかし、ここが『正念場』です。悩みや苦しみは、いろいろな場面でたくさん経験することが必

要です。人生の一先輩として、はっきり言えます。悩み苦しんでいる時は、考える余裕などありませ

ん。ただ、時が経つと、生きていく上での根が少しだけ深くなっていることに気づかされます。ちな

みに、正念場の語源は、歌舞伎・人形浄瑠璃にあります。「主役がその役の真髄を見せる大事な場面」

という意味に由来し、「真価を表すべき最も大事なところ。ここぞという大切な場面」という意味です。 

３年生の中で、今から進路が決定する生徒にとっては、まさに今が正念場です。雑念や不安を振り

払い、第一志望合格へ向け、精神を打ち込んで学習してください。自分が自分にならないで、誰が自

分になってくれるのですか。あなたがあなたにならないで、誰があなたになってくれるのですか。君

たち一人ひとりの真価が問われているのです。自分以外の人に負けることはあっても、自分に負ける

ことだけは避けたいものです。 

 

 松下幸之助氏（パナソニックの創始者で“経営の神様”）の文章を引用します。 

 

熱心さは必要に迫られ、切羽詰まったら自然に生まれてくる。 

そして、誠実に、素直な心で、自分の境遇、 

自分のおかれている状況というものを見つめたならば、 

自然に感謝の心も生まれ、これに報いるためには、 

何をすべきかということがわかる。 

それが使命感や。 

なまじ恵まれていて、余裕綽々（よゆうしゃくしゃく）という状態では、 

決して熱心さや使命感は生まれてこない。 

これだけはやらねばならぬということで、切羽詰まらなければいけない。 

それで初めて一所懸命になる。 

このままではいかんという精神的な切迫感がなかったら、 

熱心さ、使命感というものは決して生まれない。 

 

 

 

１２月 行事予定 

１日 月 考査３日目 １６日 火 保育園実習④（３年生創） 

２日 火 

考査最終日          

生活創造コース体験     

ロカロタイム 頭髪服装検査 

１８日 木 
Ｌ：１年年賀状作成           

２・３年学級独自 

３日 水 
歳末助け合い運動（～１０

日） 街頭募金 
２０日 土 

県一斉模試（１・２年）  補習（３年）          

県選抜大会（卓球） 

４日 木 
Ｌ：学級独自          

１・２年 ＧＴＥＣ 
２１日 日 

アンサンブルコンテスト           

島原市長杯（ﾊﾞｽｹ） 

６日 土 
家庭科技術検定食物１級   

２年生創クリスマスお話会 
２３日 火 

天皇誕生日                  

島原市長杯（ﾊﾞｽｹ） 

８日 月 ２年修学旅行（～１１日） ２４日 水 大掃除 終業式 

１１日 木 Ｌ：学級独自 ２５日 木 冬季補習（～２８日） 

１３日 土 

３年マーク模試（～１４日）  

１・２年補習           

家庭科技術検定洋服１級 

２６日 金 
西九州高校バレーボール大会（～２

７日） 

１４日 日 １年生大会（ｿﾌﾄﾃﾆｽ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口加だより 
  

平成２６年１１月２８日発行 

長崎県立口加高等学校 

      第８号 

  

  

 

１０月３０日（木）に菖蒲祭が行われました。各クラス・団体がステージや展示に趣向を凝ら

し、それぞれの場所で１人１人がきらめく一日となりました。ラストを飾ったファッションショ

ーでは、会場が大歓声に包まれました。多数のご来校、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年１組 Let’s dancing! 

１年２組 きらめく学校生活を奪還せ

よ 

１年３組 校長先生 

１年４組 シンデレラ城 

２年１組 バカッこいい学校生活 in 口加 

２年２組 シェフ・ミヤザキのおもてなし 

２年３組 ひとりひとりがきらめき、輝くス

テージに 

２年４組 未来 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月３０日（木）菖蒲祭 

（生活創造コース）食物バザー（２年）、焼き菓子即売、 

作品展示＆取り組み紹介、ファッションショー（３年） 

（１年生全クラス）家庭クラブ活動の一環として、 

バザー用アイスボックスクッキー作りを担当しました。 

７日（金）若木保育園訪問（２年） 

自作の児童文化財（紙人形劇）を披露しました。 

９日（日）玉成園文化祭のお手伝い（ボランティア） 

１年生１名、２年生５名、３年生２名で受付やバザーの手伝いをしました。 

１４日（金）親子交流学習（２年） 

  ２人とも大きくなっていました。 

「沐浴」の方法についても学びました。 

  

           

11 月 11 日（火）に人生の

達人セミナーが行われまし

た。講師に高光りょうすけ氏

を迎え、「あなたを輝かせる源

は感動力にある」を演題に講

話をいただきました。 

  

           

島原税務広報協議会優

秀賞を受賞し、表彰式

が行われました。 

          植木 比菜さん（1-4） 

          中川 亜衣さん（1-4） 

陸上競技部男子 

新人大会（県） 

個人 100Ｍ  福田 秀   ７位 

400Ｍ    高木駿一   優勝 

800Ｍ   高木駿一   優勝 

4×100Ｍ（矢野・福田・松尾・江島） 

            ３位 

ﾊﾝﾏｰ投  野中和馬   ２位 

砲丸投  山下颯大   ７位 

走高跳  南原圭吾   ８位 

 

団体  総 合   ７位 

    トラック  ７位 

フィールド ７位 

駅伝（県高校総体） １８位 

 

陸上競技部女子 

新人大会（県） 

  個人 100Ｍ    森 小牧   ３位 

200Ｍ     森 小牧   ４位 

800Ｍ     松田珠怜   ２位 

     岩本日花里  ８位 

100ＭＨ  森内里美   ７位 

走幅跳  高田美沙紀  ７位 

砲丸投  渡部真実   優勝 

     本多涼菜   ５位 

円盤投  渡部真実   ５位 

やり投  田栗杏華   ４位 

団体  総 合   ４位 

    トラック  ５位 

フィールド ２位 

駅伝（県高校総体） １８位 

 

バレーボール女子 

春高バレー長崎県予選大会 

１回戦 口加 ２－１ 佐世保西 

２回戦 口加 ２－０ 平戸 

３回戦 口加 ０－２ 向陽 

 

ソフトボール女子 

新人大会（県） 

１回戦 口加 ０－３９ 九州文化 

 

ソフトテニス男子 

新人大会（県） 

団体 １回戦 口加 ２－１  長崎西 

２回戦 口加 ２－１  長崎東 

３回戦 口加 ０－３ 長崎南山 

 

ソフトテニス女子 

新人大会（県） 

団体 １回戦 口加 ２－１ 諫早 

２回戦 口加 ０－３ 日大 

 

バスケットボール男子 

新人大会（地区） 

１回戦 口加 ８０－８２ 西陵（延長戦） 

 

バスケットボール女子 

新人大会（地区） 

１回戦 口加 ７７－５４ 向陽 

２回戦 口加 ４８－８４ 日大 

 

卓球男子 

新人大会（県） 

団体 １回戦 口加 ３－２ 長崎東 

     ２回戦 口加 １－３ 島原工業 

個人Ｗ 荒木・藤田 ０－３ 北陽台 

  Ｓ 米田直人  １回戦敗退 

    荒木紘大  ２回戦敗退 

    藤田嵐史  １回戦敗退 

卓球女子 

新人大会（県） 

団体 １回戦 口加 １－３ 佐世保西 

個人Ｗ：野田・森山  ベスト１６ 

  Ｓ：野田香実   ベスト１６ 

    森山愛結里  １回戦敗退 

野球 

 九州地区高等学校野球長崎県大会 

  １回戦 口加 １２－９ 佐世保北 

  ２回戦 口加 ７－１１ 波佐見 

 

放送 

県大会 

 朗読部門  中岡菜桜見  決勝進出 

 地区大会 

  朗読部門  中岡菜桜見  優秀賞 

        林 伊津美  優良賞 

 

 

 

 

 

 

校内弁論大会が開催され、代表の４名がそれぞれの思いを精一杯に表現しました。 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞 

田口 愛実 （1-2） 「生きがいを求めて」 

優秀賞 

 加藤 風音 （2-1） 「ハンデと思わずに生きるために」 

吉田 梓   （2-2） 「笑顔について」 

森山 将伍 （1-3）  「努力とは何か」 

11 月 13 日(木) 

 


